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This volume is a collection of articles presented at the international conference 
“Practicing Japan – 35 Years of Japanese Studies in Poznań and Kraków”, held on 
March 24–26, 2022. This conference was jointly organized by the Department of 
Japanese Studies at Adam Mickiewicz University in Poznan and the Department 
of Japanese Studies and Sinology at Jagiellonian University in Krakow. The two 
Departments were established simultaneously in 1987, and over 35 years they 
have transformed into thriving centers of research on Japan. Previously, Japanese 
studies in Poland had been conducted only at University of Warsaw.

The opening of Poland to contacts with Japan after the fall of communism 
in 1989 unleashed a huge wave of interest in the country, which has continued 
uninterrupted to the present. One measure of this interest is that Japanese studies 
in Poland breaks records for popularity among college applicants every year. The 
Polish Japanese Studies community has transformed from a small group of scholars 
into a large community of researchers specializing in Japanese literature, language, 
history, culture, political and social sciences. The “Practicing Japan...” conference 
reflects the transformation that has taken place in Polish Japanese studies over the 
past three decades. Although it was held under the conditions of the COVID-19 
pandemic, it was attended by more than 100 scholars from around the world.

The organization of the conference, as well as the publication of this volume, 
would not have been possible without the generous support of the Japan Founda-
tion, for which the organizers express their sincere thanks.

Prof. Estera Żeromska, Adam Mickiewicz University
Dr hab. Stanisław Meyer, Jagiellonian University
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本誌は、2022年3月24日から26日に開催された国際研究学会「Practicing 
Japan – 35 Years of Japanese Studies in Poznań and Kraków」で発表された論
文を総括したものです。本国際研究学会は、ポズナン・アダム・ミツキ
ェヴィチ大学日本研究科及びクラクフ・ヤギェロン大学日本中国学科に
より共同で開催されました。上記の二つの学科は、1987 年に両大学で同
時に設立されました。それまでのポーランドにおける日本研究はワルシャ
ワ大学でのみ行われていましたが、両学科は、設立後3５年の年月を経て
新たな日本研究の活動の場として大きい発展を遂げました。

1989 年の共産主義崩壊後、ポーランドが日本との国交を深めたことを
きっかけに、ポーランドにおける日本への関心が急速に高まり、それは
現在まで途絶えることなく続いています。日本に対する関心の尺度とし
て挙げられるのは、ポーランドの大学における日本学科志願者が年々飛
躍的に増え続けていることです。ポーランドの日本研究は、当初、学者
による小規模な組織でしたが、現在は日本文学、言語、歴史、文化、政
治及び社会科学を専門とする研究者による大規模なものになりました。
「Practicing Japan – 35 Years of Japanese Studies in Poznań and Kraków」は、
コロナ禍における開催ではありましたが、世界中から100名以上もの学
者の方々にご参加いただき、過去30年間のポーランドにおける日本研究
がどのように変貌を遂げていったのかをまさに反映した学会であったと
言えるでしょう。

なお、本研究学会の開催及び本誌の出版は、国際交流基金の寛大な
支援なくしてはあり得ませんでした。開催者一同心から御礼を申し上げ
ます。

学会開催委員長
Estera Żeromska 教授、ポズナン・アダム・ミツキェヴィチ大学

Stanisław Meyer 准教授、クラクフ・ヤギェロン大学
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ロシア語母語話者による日本語の母音の曖昧化と
その習得過程

ルーヴァン・カトリック大学
小熊利江　Rie OGUMA

キーワード：第二言語習得、音韻の範疇設定、困難度の順序、ロシア人
大学生、日本語音声教育
Keywords: second language acquisition, phonological categorization, order of 
difficulty, Russian university students, instructing Japanese phonetics

1.	背景

日本の隣国ロシアにおける日本語教育は200年以上前から行われており、
長い歴史を持っている。ロシアで学習者数の最も多い1、高等教育機関
における日本語教育の現場では、主に文献講読や翻訳、文法学習などが
重視され、コミュニケーション能力に関わる音声教育はあまり行われて
いない2。またロシアの日本語教師の多くを占めるロシア語母語話者 (以
下、「ロシア人」とする)は、日本語の音韻には難しい発音が少ないの
で特別に指導する必要はないと考えている。これは、教師自身が日本語
の発音について学習した経験が少ないことも一因だと考えられる。渡辺 
(2011)3 の研究では、ロシア語圏の日本語教師には学習者に音声指導を行
うための十分な知識がなく、学習者のニーズに応えられていないと指摘
されている。
しかしながら、ロシア人の日本語の発音の問題は、単音レベルの調音に
関するものが多いのだろうか。つまり、1つ1つの母音や子音の発音が容
易であれば、発音指導は必要ないと言えるのだろうかという疑問があ
る。それに関して、まず実際にロシア人による日本語の発音の不自然さ
にはどのようなものがあるか、調査を行う必要がある。本研究では、教
師や学生の内省や印象ではなく、実際の発話データをもとにしてロシア
人による日本語の発音習得上の特徴や困難点を実証的に明らかにし、音
声教育に役立てたい。

1 国際交流基金．2021．「ロシア (2019年度)」．https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/
survey/area/country/2019/russia.html.

2 薮崎義雄．2006.「ロシアにおける日本語教育の現状と問題点」．
3 渡辺裕美．2011.「ロシア語母語話者の発音の特徴と指導における問題点－日本人日

本語教師に対する調査から－」．
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2.	研究の目的

本研究の目的は、以下の3点である。
1) ロシア人による日本語の発音の不自然さの全体的な傾向を明らかに

する。
2) ロシア人による単音レベルの発音の不自然さについて、どのような

ものがあるかを明らかにし、その原因を分析する。
3) ロシア人にとって発音が困難な音声特徴について、日本語能力レベ

ル別の習得状況を明らかにし、その習得過程を予測する。

3.	調査の概要

モスクワの大学にて日本語を学習しているロシア人に1人ずつインタビ
ューを行い、発話の音声データを収集する。音声データの収集方法は、
「I–JASコーパス」4 の手順に沿って行う。調査の対象と音声データの
内容は、以下の通りである。
対象：モスクワの大学で日本語学を専攻するロシア人51人。学習者の日
本語能力レベルはJ–CAT5 テストで測定する。
音声：自然発話スタイルの独話である5コマ漫画のストーリーテリング6 

4.	音声データの評価方法

ロシア人の発話の音声データについて、音声学の専門家37人に発音の自
然さの評価を依頼する。評価の方法は、以下の通りである。
1) 各学習者の音声データを聞いて、発音の自然さの総合評価を「良く

ない」から「良い」までの5段階で評価する。
2) 発話中の発音の不自然な個所を抜き出し、その不自然度を4段階で記

す。不自然度が低いものは1点、高いものは4点とする。
上記の方法によって評価された結果を集計する。8 その際、アクセント
についてはバリエーションが多いため除外する。

4 迫田久美子・石川慎一郎・李在鎬．2020．『日本語学習者コーパスI-JAS入門』参照。
5  J-CATの詳細は「http://www.j-cat.org/」を参照。
6 学習者には、発音を評価する課題だと知らせずに話してもらう。各学習者の発話の

長さは47秒～3分16秒であった。
7 2人は言語聴覚療法士、1人は博士課程で音声学を専門とする大学院生である。
8 評価者1人のみが不自然だと指摘し、しかも不自然度が1点のものを除く。

小熊利江　Rie OGUMA
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5.	結果と考察

5.1.	ロシア人の発音の不自然さの種類と傾向

ロシア人日本語学習者の発話音声データの評価を集計して、不自然さの
傾向を図1の棒グラフにして示す。それによると、主な不自然さは7つの
分野に分類され、特に「発話リズム」と「単音の音色」と「イントネー
ション」に関するものが多いことが明らかになった。発音が不自然であ
るという指摘が最も多かったのは「発話リズム」に関するもので、これ
らの不自然さは全体の約46％を占めた。「発話リズム」とは、音の繰り
返しに関する音声特徴である。次に、「単音の音色」に関するものが
多く、割合は約28％であった。「単音の音色」に関する音声特徴として
は、母音や子音の音色が挙げられる。3番目に指摘が多かったのは「イ
ントネーション」に関するもので、約19％であった。「イントネーショ
ン」は、文末などにおける音の長さや高さの変化・音調などを指してい
る。
本研究では、「単音の音色」について、どのような音声特徴が不自然さ
に影響している
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図1　ロシア人の日本語発音の不自然さの分類と傾向 (総出現数)
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かを分析していく。単音の音色に関する評価の集計結果を、図2の円グ
ラフに分類して示す。
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239 
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図2 単音の音色に関する発音の不自然さの分類と傾向 (総出現数)
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図3　母音の変化・曖昧化の種類と傾向 (総出現数)

図2に見られるように、単音の音色に関する発音の不自然さについての
内訳は、「母音の変化・曖昧化」の現象が最も多く、約59%を占めるこ
とがわかった。
日本語の5つの母音に関しては、ロシア語にも同様の母音が存在してい
る。ロシア語に存在しない音韻としては日本語のラ行の子音、ワの半母
音、一部の撥音などがあるが、それらに関する不自然さの指摘は「母音
の変化・曖昧化」に比べると多くないことがわかる。母音に関する不自

小熊利江　Rie OGUMA
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然さが最も多いという結果から、日本語には特に難しい発音がないので
指導しなくてもいいというロシア人教師の主張は当たらないと言うこと
ができる。ロシア語にも似た音が存在する、日本語の5つの母音の発音
に不自然さが多いと指摘されたのは、ロシア人学習者が日本語の母音の
発音を新しい学習対象として留意していないためではないかと考えられ
る。
さらに、母音の変化・曖昧化について詳しく見ていく。どの母音がどの
ように変化・曖昧化して聞こえるのかについて集計した結果を図3に示
す。図3を見ると、「う」の発音が「お」に聞こえる (以下、「う→お」
と記す)という不自然さが最も多いことがわかる。次に多いのが「お」
の発音が「う」に聞こえる (以下、「お→う」と記す)というものであっ
た。このように「う」と「お」の発音が互いに誤って聞き取られる現象
については、次節以降で、さらに詳しく見ていくことにする。

5.2.	日本語の母音「う」と「お」の違い

 (1)口の形と開き
図4は、『日本語 はつおん』(1991)9 に掲載された「う」と「お」の発
音の際の口の写真である。国際交流基金 (2009)10 では、「お」の発音は
「『ウ』よりももっと口を開いて発音します」と書かれているが、図4
の写真を見ると唇の形や開きにはわずかな違いしかないことがわかる。
そのため、実際に学習者にこれらの写真を見せて、「う」と「お」の口
の形や開け方の違いを理解させるのは難しいだろうと思われる。
 (2)舌の位置
次に、「う」と「お」の発音について舌の位置を確認する。図5は、
『日本語 はつおん』 (1991)に掲載された舌の位置を横から見た図であ
る。「う」の舌の位置は「お」より前方かつ上方にあるが、ロシア人の
「う」の発音が「お」に聞こえるということは、すなわち

9 国際交流基金日本語国際センター． 『日本語 はつおん』．1991.
10 国際交流基金．『日本語教授業シリーズ 第2巻 音声を教える』．2009.

  

ロシア語母語話者による日本語の母音の曖昧化とその習得過程

口の開き「う 口の開き「お」 口の開き「う」 口の開き「お」
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図4 「う」と「お」の唇の開きと形の違い (『日本語 はつおん』)

発音の際に、適切な「う」の位置より舌が後方かつ下方にずれていると
いうことになる。

　　
「う」の舌の位置　　「お」の舌の位置

図5 「う」と「お」の発音の際の舌の位置 (『音声を教える』)

言語の母語話者は、母語に存在する音韻を1つ1つ明確に聞き分け、発音
することができる。それは、母語話者の脳内にはそれぞれの音韻の範疇
が明確に設定されているからである。日本語母語話者が区別できる日本
語の「う」と「お」の発音を、ロシア人学習者は明確に区別することが
できていない。つまり、ロシア人学習者は日本語の「う」と「お」の音
韻の範疇が明確に設定されていないか、または範疇設定が不適切な状態
であると言うことができる。
神山 (2012)11 によると、ロシア語の[u]の発音は「アクセント下におい
て基本母音8番[u]と同様の母音として発音」される。そして、ロシア語
の[o]の発音は「アクセント下において基本母音7番[o]のやや広めの母
音[o̞]として発音」され、「日本語のオにかなり近い」と述べられてい
る。つまり、ロシア語の[u]は日本語の「う」より舌の位置が後方にあ
り、ロシア語の[o]は日本語の「お」の舌の位置に近いということであ
る。
ロシアの高等教育機関で最も多く用いられている日本語の教科書『日本
語1』12では、母音の発音についてどのように記されているのだろうか。
教科書の冒頭には発音に関する説明があり、「う」の発音は「/y/と/ы/
の間の音。唇を前方に突き出さない、唇を丸くしない、唇を両側に軽く
引き、舌を後ろに引く」等と記されている13。日本語学習者は学習の初
期に、このように教科書で母音「う」の発音の仕方を学んでいるが、お
そらくその後は母音の発音を意識する機会が少ないため、発音する際に

11 神山孝夫『ロシア語音声概説』研究社、2012年。
12 Нечаева, Людмила『日本語1』2006年。
13 筆者による翻訳。原文はロシア語。

小熊利江　Rie OGUMA
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注意を向けていない可能性がある。そのため、「う」の発音がロシア語
の[u]の発音に近くなっているのではないだろうか。
また、ロシア語にはストレスの置かれない母音は弱化するという発音シ
ステムが存在する。その影響で、「う」にストレスが置かれない場合、
舌の位置が下がり「お」のように聞こえるという可能性もある。このよ
うに、「う→お」の現象は母語における発音習慣が転移したことが原因
であると考えることもできる。
しかしながら、「う→お」の現象の他に、「お」より舌を上方に持ち上
げることによって「う」に聞こえる「お→う」という逆方向の現象も起
こっていることから、単なる母語の習慣の転移だけでは説明がつかな
い。したがって、「う」と「お」の音変化は音韻の範疇設定と何らかの
関係があると考える方が妥当なのではないだろうか。

5.3.	日本語能力レベル別に見た「う」と「お」の発音習得状況と範疇設
定

ロシア人の「う」と「お」に関する不自然さの数について、日本語レベ
ル別に1人ずつの平均を計算した結果を図6の棒グラフに示す。図6を見
ると、「う→お」の不自然さは全体数が多いが、日本語能力が中級レベ
ル以降はその数が漸減していく様子がわかる。一方、「お→う」の不自
然さの数は中級前半レベルでは少ないが、中級前半レベルから中級レベ
ルにかけて増加し、中級レベルから中級後半レベルにかけて微減し、上
級前半レベルになると減少する様子が見られる。図6においてそれぞれ
のレベルの不自然さ数を点線でたどると、不自然さの数の変化の様子が
よくわかる。習得の困難さという観点から考えると、不自然さの全体数
の多い「う→お」の現象が中級後半レベルで大きく減少に転じる様子が
見られることから、不自然さの総数が多い順に習得が困難であるとは限
らないと言うことができる。
また、音韻の範疇設定という観点から見ると、学習者は中級前半レベル
の段階で「う」の音韻の範疇が適切ではないと気づき、「う」の範疇設
定を変えようと試みたと考えられる。その影響で、「う」と「お」の音
韻範疇の境界が揺らぎ、それまで正しく発音できていた「お」の範疇が
変化し、中級レベルの段階で不自然さが増す結果となったと考えられ
る。その後、中級レベルから上級前半レベルにかけて「う」の範疇設定
が修正され、それとともに「お」
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の範疇も適切な方向へ修正が行われたと解釈できる。
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図6　日本語レベル別の「う」と「お」の発音の習得状況 (1人あたり平
均数)

5.4.	上級前半レベル以上に表れる母音の不自然さ

上級前半レベル以上の高い日本語能力になっても表れる母音の発音の不
自然さは、習得が最も困難な音声特徴である可能性がある。上級前半レ
ベルの学習者にも表れる母音の曖昧さについて調べた結果、「う→お」
と「お→う」、そして「あ→お」と「お→あ」の4つの現象が生じてい
ることがわかった。それらの出現数を日本語能力レベル別にまとめて、
表1に示す。これらは「う」と「お」、「あ」と「お」のように2つの音
韻が対になっていることから、2つの音韻ごとに範疇の境界が適切に設
定されていないことが原因ではないかと考えられる。
次に、これら4つの不自然さの現象に関して、日本語能力レベルごとに
1人あたりの平均の不自然さ数を求め、図7の棒グラフにまとめた。「
う」と「お」の音韻対については図6において検討したが、「あ」と「
お」の音韻対に関しても図7のように中級前半レベルから上級前半レベ
ルにかけて、学習者が音韻の範疇の修正を試みている様子が推察され
る。
中級前半レベルでは「あ→お」の現象が見られる一方で、「お」は正し
く発音されていた。
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表1　上級前半レベルの学習者に表れる母音の不自然さ (出現数)

う→お お→う あ→お お→あ

上級レベル　　 ( 1人) 0 0 0 0

上級前半レベル ( 4人) 2 1 2 2

中級後半レベル (18人) 22 16 7 2

中級レベル　　 (18人) 33 18 5 10

中級前半レベル (10人) 15 2 5 0

図7　上級レベルの学習者にも表れる不自然さ (1人あたり平均数)

学習者が「あ」の範疇を修正しようと試みた結果、「お」の範疇との境
界が動いたために、中級レベルにおいて「お」が「あ」のように聞こえ
る現象が起きたと考えられる。中級後半レベルでは「お」の範疇は再び
ほぼ適切な状態になったが、上級前半レベルにおいてまた「お→あ」の
現象が増加している。「あ」と「お」の2つの音韻範疇の設定は互いに
影響し合い、片方の範疇が修正されると、もう片方の範疇もそれにつら
れて動くことが推察される。
図7において、レベルごとに不自然さ数をたどった緑色と橙色の点線が
波打っている様子から、「あ」と「お」の音韻範疇の修正が常に適切な
方向に進むわけではなく、範疇を修正し過ぎたために不適切に設定され
る段階があり、またそれを修正するという過程を経ていることが考えら
れる。しかしながら、上級レベルにおいては「う」と「お」および「
あ」と「お」の音変化による不自然さが見られなかった。本研究の対象
者には上級レベルの学習者が1人であったため一般化することは難しい
が、これら2対の音韻の範疇は修正の過程を経て、上級レベルになると
適切に設定される可能性がある。
これらの現象は、小熊 (2008)14の研究における音韻の範疇化プロセスの
仮説を支持するものと考えられる。小熊によると、第二言語の音韻の習
得過程においては、学習者の試行錯誤によって様々な音の変異が表れる
が、その変化は一定の体系を持っていると仮定されている。本研究にお
いても同様に、学習者の試行による音変化の過程が表れており、音韻の
範疇化がそれに関わっていると考えられる。

14 小熊利江『発話リズムと日本語教育』風間書房、2008年。
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6.	まとめ

本研究では、ロシア人の日本語学習者の発音の不自然さに関して分析を
行った。その結果、主な不自然さは「発話リズム」「単音の音色」「イ
ントネーション」の3種類であることが明らかになった。さらに「単音
の音色」の不自然さに関して詳しく見ていくと、母音の変化・曖昧化に
関するものが最も多いことが明らかになった。母音の変化・曖昧化のな
かでは「う」と「お」の音韻対の曖昧化が最も多く起こっており、次に
「あ」と「お」の音韻対の曖昧化が多く起こっていた。これら2対の発
音の不自然さは日本語能力が上級前半レベルになっても生じており、習
得が困難な音声特徴であると言える。
このようなロシア人学習者による母音の変化・曖昧化の原因は、母語の
音変化 (母音の弱化)の習慣による転移とも考えられるが、音韻の範疇化
に関する音変化のシステムが関係している可能性がある。学習者によっ
て不適切に設定された音韻の範疇を修正する過程で、対になった音韻の
境界が揺れ動き範疇設定が互いに影響されながら変化する過程をたどる
ことで、音韻の習得が進むことが推察された。
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